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令
和
８
年
３
月
20
日
（
金
）
、
桜
の
公
園(

高
知
市

春
野
町
西
分
、
ピ
ア
ス
テ
ー
ジ
第
３
駐
車
場)

の
清
掃

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
事
業
は
、
春
野
商
工
会

の
観
光
振
興
事
業
の
一
貫
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

当
日
は
お
天
気
に
恵
ま
れ
、
会
員
事
業
者
様
や
商

工
会
役
職
員
等
23
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
お

か
げ
で
約
１
時
間
半
の
作
業
で
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
４
月
に
は
桜
が
咲
き
誇
り
、
春
の
訪
れ

を
実
感
す
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

<

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
企
業
・

団
体
様
（
敬
称
略
）>

株
式
会
社
に
し
ご
み

株
式
会
社
高
知
銀
行

春
野
支
店

高
知
市

春
野
地
域
振
興
課

三
和
段
ボ
ー
ル
株
式
会
社

ア
ト
ム
電
器
春
野
店

Ca
fé

d
u
g
la
ce

株
式
会
社
四
国
銀
行

弘
岡
支
店

株
式
会
社
ト
ラ
イ

土
居
鮮
魚
店

浦
戸
工
業

株
式
会
社
中
村
防
災
サ
ー
ビ
ス

田
内
健
一
行
政
書
士
事
務
所

春
野
商
工
会
は
令
和
８
年
２
月
25
日
付
け
で
高
知

県
知
事
よ
り
「
第
三
期
小
規
模
事
業
者
等
支
援
実
行

計
画
」
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

当
計
画
は
、
「
小
規
模
事
業
者
等
支
援
実
行
計
画

書
」
の
作
成
及
び
実
行
を
通
じ
て
、
商
工
会
・
商
工

会
議
所
の
指
導
体
制
及
び
組
織
体
制
の
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
商
工
会
等
が
小
規
模
事
業
者
の
「
持
続

的
発
展
」
だ
け
で
な
く
地
域
の
「
持
続
的
発
展
」
に

お
い
て
も
大
き
な
役
割
を
担
う
存
在
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み
て
、
「
地
域
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
取
組
」

に
積
極
的
に
取
り
組
む
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
す
。
「
高
知
県
小
規
模
事
業
経

営
支
援
事
業
費
補
助
金
の
運
用
の
規
定
」
に
基
づ
き
、

高
知
県
が
認
定
し
て
い
ま
す
。

今
回
認
定
を
受
け
た
第
三
期
小
規
模
事
業
者
等
支

援
実
行
計
画
の
実
施
期
間
は
令
和
８
年
度
か
ら
令
和

10
年
度
の
３
年
間
で
以
下
の
内
容
を
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
当
会
は
本
計
画
の
開
始
時
点
で
「
経
営
発

達
支
援
計
画
」
の
認
定
を
受
け
て
い
る
団
体
に
該
当

す
る
た
め
、
経
営
発
達
支
援
計
画
（
令
和
６
年
度
か

ら
令
和
11
年
度
）
を
一
部
代
用
し
て
い
ま
す
。

１
．
地
域
経
済
動
向
調
査
に
関
す
る
こ
と

２
．
需
要
動
向
調
査
に
関
す
る
こ
と

令和8年 4月

「
第
三
期
小
規
模
事
業
者
等

新
年
度
の
ご
挨
拶

支
援
実
行
計
画
」
認
定

春
野
商
工
会
会
長

西
込
浩
一

観
光
振
興
事
業

令
和
７
年
度

桜
の
公
園
清
掃
活
動

ご
報
告
と
御
礼

皆
様
に
は
日
頃
よ
り
商
工
会
の
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
持
続

的
な
賃
金
上
昇
に
加
え
、
食
料
品
及
び

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
、
さ
ら
に
は

人
手
不
足
等
の
影
響
に
よ
り
、
会
員
事

業
所
の
皆
様
に
と
っ
て
厳
し
い
経
営
環

境
が
続
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
、
青
年
部
が
３
月
に
開
催

し
た
「
は
る
っ
こ
ま
つ
り
」
で
は
、
多

く
の
来
場
者
に
恵
ま
れ
、
バ
ン
ド
演
奏

や
お
菓
子
投
げ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど

多
彩
な
催
し
に
よ
り
大
盛
況
の
う
ち
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
の

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
良
い
思
い
出

と
な
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
社
会
に

お
い
て
も
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
地
域

活
性
化
の
重
要
性
を
改
め
て
実
感
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

商
工
会
は
、
会
員
の
皆
様
に
経
営
に

関
す
る
各
種
情
報
提
供
な
ら
び
に
経
営

サ
ポ
ー
ト
を
継
続
し
、
事
業
発
展
を
後

押
し
で
き
る
よ
う
、
よ
り
一
層
の
支
援

体
制
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。



３
．
経
営
状
況
の
分
析
に
関
す
る
こ
と

４
．
事
業
計
画
策
定
支
援
に
関
す
る
こ
と

５
．
事
業
計
画
策
定
後
の
実
施
支
援
に
関
す
る
こ
と

６
．
新
た
な
需
要
の
開
拓
に
寄
与
す
る
事
業
に
関
す
る
こ
と

７
．
組
織
に
関
す
る
こ
と

８
．
財
政
基
盤
強
化
計
画
に
関
す
る
こ
と

９
．
小
規
模
事
業
者
等
の
支
援
に
関
す
る
こ
と

10
．
各
種
講
習
会
等
の
実
施
に
関
す
る
こ
と

11
．
地
域
支
援
の
取
組
に
関
す
る
こ
と

経
営
発
達
支
援
計
画
に
つ
い
て
は
、
春
野
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
詳
細
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

春
野
商
工
会
は
令
和
８
年
３
月
４
日
付
け
で
高
知
県
知
事
よ

り
「
事
業
継
続
力
強
化
支
援
計
画
」
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

当
計
画
は
、
「
商
工
会
及
び
商
工
会
議
所
に
よ
る
小
規
模
事
業

者
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
５
条
」
に
基
づ
き
、
市
町
村
と
共

同
し
て
小
規
模
事
業
者
の
事
業
継
続
力
強
化
を
支
援
す
る
た
め

の
計
画
を
作
成
し
、
都
道
府
県
知
事
が
認
定
す
る
も
の
で
す
。

今
回
認
定
を
受
け
た
事
業
継
続
力
強
化
支
援
事
業
の
実
施
期

間
は
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
13
年
３
月
31
日
の
５
年
間

で
、
下
記
の
内
容
を
実
施
し
ま
す
。

<

事
前
の
対
策>

１
．
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
災
害
リ
ス
ク
の
周
知

２
．
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
災
害
対
策
向
け
県
制
度
の
紹

介
周
知

３
．
商
工
会
地
震
の
事
業
継
続
計
画
の
作
成

４
．
高
知
県
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
優
良
取
り
組
み
事
業
所

認
定
の
取
得

５
．
関
係
団
体
等
と
の
連
携

６
．
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

７
．
当
該
計
画
に
係
る
訓
練
の
実
施
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<

発
災
後
の
対
策>

１
．
応
急
対
策
の
実
施
可
否
の
確
認

２
．
応
急
対
策
の
方
針
決
定

上
記
に
加
え
て
令
和
８
年
度
は
経
営
発
達
支
援
計
画
と
併

用
し
て
、
管
内
事
業
者
の
事
業
継
続
力
強
化
計
画
の
策
定
状

況
を
調
査
し
、
策
定
支
援
に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

会
員
等
事
業
者
様
の
災
害
リ
ス
ク
低
減
に
つ
な
が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
８
年

３

月

28

日

（
土
）
、
高

知
県
立
春
野

総
合
運
動
公

園
運
動
広
場

Ｄ
に
て
、
春

野
商
工
会
青

年
部
主
催
が

主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
は
る
っ
こ
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
で
育
つ
子
供
に
故
郷
の
思
い
出

を
提
供
し
、
地
域
・
近
隣
住
民
に
憩
い
と
交
流
の
場
を
提
供

し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
春
野
商
工
会
青
年
部
が
初
め
て
企

画
し
た
地
域
貢
献
事
業
で

す
。当

日
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
推
定
２
０
０
０
名
を

超
え
る
来
場
者
で
会
場
は

大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。
飲

食
・
物
品
販
売
コ
ー

ナ
ー
や
ナ
ー
フ
サ
バ

ゲ
ー
、
縁
日
コ
ー
ナ
ー

に
は
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
列
を
な
し
ま

し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で

お
菓
子
投
げ
の
際
に

は
多
く
の
子
ど
も
が

集
ま
り
、
元
気
な
歓

声
が
会
場
内
に
響
き

ま
し
た
。
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
で
は
大
人
も
一
緒

に
白
熱
し
会
場
内
は

熱
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
多
く
の
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
笑
顔

を
見
る
こ
と
が
で
き

て
、
主
催
側
も
た
く
さ
ん
の
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
当
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
春
野
町
の
P
R
と
、
子
ど
も
に
楽
し
ん

で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
活
動
と
な
り
ま
し

た
。今

回
の
成
果
と
反
省
を
活
か
し
て
、
次
は
第
２
回
の
開
催

が
で
き
る
よ
う
今
後
協
議
を
重
ね
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
第
２
回
開
催
の
折
に
は
ま
た
皆
様
ご
協
力
を
賜
り

た
く
存
じ
ま
す
。

春
野
商
工
会
青
年
部
で
は
今
後
も
商
工
会
と
共
に
地
域
振

興
、
観
光
振
興
等
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
春
野
商

工
会
青
年
部
活
動
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

春
野
商
工
会
青

年
部
部
長

津

野
彰
太
郎
（
有

限
会
社
岡
林
木

材
）

「
は
る
っ
こ
ま
つ
り
」

開
催
の
ご
報
告
と
御
礼

春
野
商
工
会
青
年
部

「
事
業
継
続
力
強
化
支
援
計
画
」
認
定



令
和
８
年
４
月
17
日
ホ
テ
ルS

P
-
h
a
r
u

n
o
-

に
て
、
令
和
８
年
度
春
野
商
工
会
青

年
部
第
51
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

青
年
部
通
常
総
会
で
は
、
16
名
が
出

席
し
、
左
記
全
て
の
議
案
が
原
案
通
り

議
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
青
年

部
は
本
年
、
役
員
改
選
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

第
１
号
議
案
令
和
７
年
度
事
業
報
告

承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
令
和
７
年
度
収
支
決
算

書
に
つ
い
て

第
３
号
議
案
剰
余
金
の
処
分
（
案
）

に
つ
い
て

第
４
号
議
案
令
和
８
年
度
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

第
５
号
議
案
令
和
８
年
度
収
支
予
算

書
（
案
）
に
つ
い
て

第
６
号
議
案
部
員
加
入
承
認
に
つ
い

て
第
７
号
議
案
そ
の
他

同
日
、
同
ホ
テ
ル
に
て
、
令
和
８
年
度
春
野
商
工
会
女
性
部

第
50
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

女
性
部
通
常
総
会
で
は
５
名
が
出
席
し
、
左
記
全
て
の
議
案

が
原
案
通
り
議
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
女
性
部
は
本

年
、
役
員
改
選
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

第
１
号
議
案
令
和
７
年
度
事
業
報
告
の
承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
令
和
７
年
度
収
支
決
算
書
に
つ
い
て

第
３
号
議
案
令
和
８
年
度
事
業
計
画
書
（
案
）
に
つ
い
て

第
４
号
議
案
令
和
８
年
度
収
支
予
算
書
（
案
）
に
つ
い
て

第
５
号
議
案
新
規
加
入
部
員
の
加
入
承
認
に
つ
い
て

通
常
総
会
の
後
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
青
年
部
・
女
性
部
合

同
懇
親
会
で
は
、
ご
来
賓
含
め
、
総
勢
26
名
に
ご
出
席
い
た
だ

き
、
盛
大
な
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
ご
来
賓
の
皆
様
に

は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
８
年
度
も

春
野
商
工
会
青
年

部
・
女
性
部
の
活

動
に
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

春
野
商
工
会
青
年
部

部
長

津
野
彰
太
郎

（
有
限
会
社
岡
林
木
材
）

春
野
商
工
会
女
性
部
部
長

上
田
里
有
（
有
限
会
社
ピ
ー
・
プ
ラ
ン
）

<
青
年
部
に
つ
い
て>

商
工
会
青
年
部
は
、
経
営
者
の
資
質
向
上
を
目
指
す
講
習
会
・

研
修
会
等
の
開
催
、
地
域
貢
献
、
商
工
業
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

人
脈
作
り
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
春
野
商
工
会
青
年
部
で

は
随
時
部
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
商
工
会
会
員
も
し
く
は

会
員
の
親
族
、
法
人
役
員
、
後
継
者
等
で
45
歳
以
下
の
男
女
が

ご
加
入
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
興
味
が
あ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
お
近
く
の
青
年
部
員
ま
た
は
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

<

女
性
部
に
つ
い
て>

商
工
会
女
性
部
は
、
現
在
部
員
全
10
名
で
イ
ベ
ン
ト
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
、
楽
し
く
学
び
な
が
ら

地
域
貢
献
及
び
部
員
の
資
質
向
上
を
目
指
し
て
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
春
野
商
工
会
女
性
部
で
は
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
活
動

に
一
緒
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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第
51
回
春
野
商
工
会
青
年
部
通
常
総
会
開
催

第
50
回
春
野
商
工
会
女
性
部
通
常
総
会
開
催

ご
関
心
の
あ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
女
性

部
員
ま
た
は
事
務
局
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

４
月
１
日
よ
り
経
営
支
援
員
と
し
て
着
任
し
ま

し
た
、
竹
本
と
申
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
自
分
の
興
味
の
赴
く
ま
ま
に
、
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
の
ス
タ
ッ
フ
、
リ
バ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
事
務
職
等
経
験
し
て

き
ま
し
た
。
商
工
会
で
の
業
務
は
未
経
験
で
す
の

で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
会
員
の
皆
様

へ
の
支
援
と
春
野
地
域

の
発
展
に
少
し
で
も
お

役
に
立
て
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

着任

竹
本
郁
乃

新
任
の
ご
挨
拶

春野商工会公式LINEでは経

営に役立つ情報を配信して

います。また、オンライン

相談も受け付けています。


